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DD（情報不足）
カテゴリー判定基準：a), b), c)コイ目　コイ科

日本固有亜種

ヤマナカハヤ
Phoxinus lagowskii yamamotis (Jordan & Hubbs, 1925)

旧レッドリストカテゴリー
1991 1999 2007
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　ヤマナカハヤはアブラハヤ (P. l. steindachneri) の別亜種で、山梨県富士五湖の山中湖、河口湖、本栖湖から記録さ
れている。アブラハヤとの識別点は、体側の縦帯が顕著であること、頭が大きく尾柄高が低いこととされる（尾柄高
頭長比は34.5〜45.5％、平均39.5％、アブラハヤでは37.5〜57.5％、平均44.9％）。形態的特徴から止水環境に適応した生
態を示すことが予想されるが、ヤマナカハヤの生活環およびアブラハヤとの類縁関係は情報が不足しており、不明の
ままである。本亜種は、昭和初期頃までは多産していたようだが、ワカサギ (Hypomesus nipponensis) の導入を契機に
減少したとの報告がある（56-1）。さらに富士五湖には山梨県により漁業権魚種として認定された国外外来種のブラッ
クバスや、ブラウントラウトなどの捕食者となる魚種が放流されたこともあり（52-3）、現在では採集または確認の記
録が途絶えている。もっとも近年の採捕記録としては、1980年に本栖湖で採捕された情報（文献にはアブラハヤとし
て記録）がある。本亜種の生息状況については、富士五湖のみならず相模川水系や富士川水系などの周辺水域を含め
た地域の綿密な調査を行う必要がある。
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カテゴリー判定基準：a)コイ目　ドジョウ科

ドジョウ
Misgurnus anguillicaudatus (Cantor, 1842)
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　体は細長く、やや側偏する。口髭は10本。体色は淡褐色〜暗褐色で、暗色斑が散在することもある。全長15cm。メ
スの方が大きくなる。オスの胸鰭は先端が尖り、メスでは丸みを帯びる。河川中・下流域、用水路などの流れの緩や
かな泥底にすみ、初夏に水田など浅い湿地に進入して産卵する。日本各地、中国大陸・台湾島・朝鮮半島に分布する。
核とmtDNAの解析結果から、分布域全体で大きく二系統が認められ、一方は過去の遺伝子浸透によりシマドジョウ類
のmtDNAを有している。近年の河川改修、水田地帯における用水路の三面護岸化や用排別水路化などにより生息地、
繁殖場が減少し（15-1、2）、農薬（32）、家庭排水や産業排水の影響（31）で生息条件も悪化している。また、国外産
近縁種カラドジョウ (Misgurnus dabryanus) の侵入により、競合が生じているおそれがある（56-1）。近年、国外・国
内他地域産の個体が食材や釣り餌、希少鳥類の餌など、様々な形で流通しており、水田養殖の逸出、その他遺棄など
によって在来個体群の生息域に広がり、遺伝的な撹乱を引き起こしている（71）。沖縄島の集団はカラドジョウとの中
間的な形態を示す特異な個体群である。
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